これから、否定側第一反駁を始めます。

まず、メリット１に反論します。

肯定側は、発生過程で、外国語は早ければ早いほど効果があると言いましたが、

英語教育を導入するほど、現状に問題はありません。

なぜならば、肯定側の主張の前提は、ネイティブレベルになるためには、であって、実際には、一般
の人にはそれほどの英語力は必要ないからです。

証拠資料を引用します。
高校教諭の瀧口氏は　１９９８年に『子供のしあわせ 』の中で以下のように述べています。
引用開始 。
瀧口優（埼玉県立熊谷高校教諭）『子どものしあわせ』1998年11月号、pp. 33-34

「英語学習において「早ければ早いほどよいということが問題になるのは、アメリカ人やイギリス人と同じような英語の発音ができるようになるかどうか、ということにつきるのではないでしょうか。ほとんどの子どもにとってそこまでの発音は必要ありませんし、英語でのコミュニケーションという点からも、まったく問題にはなりません。」
引用終了。

よって、現状のままで問題ありません。

次に、肯定側は、小学校から英語を学習すると、英語運用能力の基礎が身につくと言いましたが、
この点について2点反駁します。
１点目。英語運用能力の基礎が身につくという証拠がありません。
２点目。英語が身についたとしてもすぐに忘れてしまい、結局、問題の解決にはなりません。

証拠資料を引用します。
茂木氏は2001年に『小学校に英語は必要ない 』の中で以下のように述べています。

引用開始 。
茂木弘道（世界出版代表取締役）『小学校に英語は必要ない』（講談社、2001年）、pp. 53-54

「つまり、海外で英語を習得して帰国した子供が、一週間一回程度の英語「保持教室」に通っても、英語力を保持することは難しいというのです。保持教室では大体、週一回二時間くらい学習するそうです。この程度やっても加速的に英語を忘れていく、ということはどういうことを意味しているのでしょうか？このことは英語の保持だけではなく、英語を新しく覚えることにも適応される、と考えてもおかしくはないのではないでしょうか？週二回、四五分ずつの授業といえば週一回二時間の保持教室と似たようなものです。この程度のことをやっても、保持教室で加速的に英語を忘れていくのと同じで、新しく覚えられる英語は微々たるものである、とういうことを示唆しているのではないでしょうか？子供だからよく覚える、などということはないのです。覚えたとしても、忘れるのも早いのです。小学校二年以下の子供の場合、保持教室に通っても三ヵ月後には全く英語を忘れてしまう、というのです。アメリカで、向こうの同級生と同じレベルの英語を話していた生徒が！です。こういう厳然たる事実をよく認識せずに、子供ならたやすく身につくといった幻想を持つのは大きな間違いです。」
引用終了。
よって、現状でもたいして問題がないばかりか、英語教育を導入してもメリットは発生しません。
これから、（肯定側・否定側）第一反駁を始めます。

まず、メリット（１・２）に反論します。

(肯定・否定)側は（発生過程・重要性・深刻性）で　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と言いましたが、

この点について（　　　）点反駁します。

1点目。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       
なぜならば、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       
　        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だからです。

証拠資料を引用します。※（証拠資料No　＿＿　）
　　　　　　　氏は　　　　　年に『　　　　　　　　　 』の中で以下のように述べています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 より引用します。
引用開始 。
「　                                                                                     　　　」

引用終了。
よって、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
２点目。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

なぜならば、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だからです。

証拠資料を引用します。※（証拠資料No　＿＿　）
　　　　　　　氏は　　　　　年に『　　　　　　　　　 』の中で以下のように述べています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 より引用します。
引用開始 。
「　※ 資料集を見て、読んでください。　　　」

引用終了。
よって、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
SAMPLE








�どこに反論するか(Signposting)


�相手の主張を要約(Summary)


�自分たちの主張(Claim)


�理由を述べる(Reason)


�証拠資料(Evidence/Example)


�結論(Claim)


�１つの議論に複数反論がある場合は数字をつけましょう(Numbering)





